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ＮＰＯ法人 静岡団塊創業塾 令和３年度活動報告資料 

R4.5.14：原田 

 

コロナ禍のため「シニアライフ支援センター・くれば」は一昨年３月以降閉館を余儀なくされた。二年

以上を経て、ウィズコロナの時代となった。リアルな居場所での活動はほとんどできなかったが、ビデオ

会議システムＺＯＯＭを使った「オンライン居場所」は継続できた。感染状況に配慮し「くれば」をＺＯ

ＯＭサテライトとし、現在は部分的に開館している。 

令和３年度の特記事項は、念願だった「ＮＰＯ設立１０周年記念誌」を発行できたことと、静岡市と静

岡県から業務委託され、「ＤＸ支援事業」を担当できたこと、及びコロナ禍で始まった屋外活動「くれば

ウォーキング」の継続開催である。 

コロナ禍の制約のなか、「地域デビュー支援事業」は、沼津市と袋井市で開催できた。 

 

１．特記事項 

（１）１０周年記念誌事業 

令和２年６月に構想検討を開始、令和３年５月の通常総会にて持続化給付金を使った記念誌発行

の承認を得た。以後本格的な制作活動を開始、原稿執筆依頼、各種インタビュー、記念誌名の公募、

編集委員会の定期的開催等を経て、令和３年１１月に発行にこぎ着けた。１０００部印刷し、県内３

５市町の行政と社協に配布。過去に団創に所属された全てのＯＢと現会員に配布したほか、過去に

関係した団体や個人、一部の会員から希望があった関係者に全て無料でお配りした。 

過去の出来事を客観視して意味づけすることで、我々の活動の柱となる「４つの合い言葉」を紡ぎ

出すことができた。今後地域デビュー支援事業等で活用していく。（現在の残部数：約２００部） 

 

（２）ＤＸ支援事業 

①静岡市事業（受注金額：９８５．６千円）【デジタル化推進課主催】 

シニアのデジタルデバイド対策として、インターネット活用の典型的な事例紹介として『ミーテ

ィングアプリＺＯＯＭの体験講座』を行った。各地の生涯学習施設、Ｓ型デイサービス会場等１２か

所で実施した。事前に会員有志で構成するプロジェクトチームを立ち上げ、打合せしたほか、メンバ

ーには現地体験会にＺＯＯＭで参加して自身の体験談を語ってもらった。メイン講師は「しずおか

パソコンサポート」を運営する会員の北楯、勝田両名にお願いした。 

 

②静岡県事業（受取金額：３２１．９千円）【健康局健康増進課主催】 

ネット活用を促す「新たな生活様式に対応した健康づくり事業」に協力した。 

(1) 『オンライン活用セミナー』で、団創の「オンライン居場所」の事例紹介を行った（原田、大

原の二名が、下田、浜松、沼津、でオンライン参加、静岡で現地参加した）。 

(2) 『オンライン「通いの場」交流会（ＺＯＯＭ）』のファシリテーターを担当した。県内各地で

居場所運営に関係する方、行政担当者が１２７名同時に参加し、団創会員５名（原田、大原、

杉山吉、鈴木秀、加藤）で進行した。 
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（３）「くれば」ウオーキング活動 

Ｒ２年１０月に初回を開催したウォーキング活動を継続開催した。三密をさけるには屋外の活動

が良いとの判断のもと、猛暑の時期を避け、県内各地に足跡を残した。 

 

２．シニアライフ支援センター「くれば」運営 

（１）ミニセミナー事業 

「オンライン居場所」にて、セミナーとサロンを試行し、「川柳会」「朗読会」「ピンピンコロリ研

究会」等、定期開催プログラムを継続中。毎週日曜日にプログラムをＭＬで通知している。 

（２）歌声喫茶 

「新さんの歌声喫茶」もオンライン居場所で継続中。後半は「くれば」サテライトを活用したハイ

ブリッド方式の人気企画となっている。 

（３）ＮＰＯ事業企画会議 

「おしゃべりサロン」として機能を代替しようとしたが、リアルでの最大の魅力「持ち寄りパーテ

ィー」が無いため中断。今後新企画を模索したい。 

（４）ランチ会 

「くれば」閉館中のため今年度も開催されなかった。 

（５）レンタル事業 

今年度の開催は無し。 

（６）自治会研究班活動 

活動休止中。 

（７）でん伝体操活動 

平成３０年度から自主活動団体として登録し、毎週水曜日の午前中に継続開催、４年が経過した。 

コロナ禍でも感染対策を講じ現在はハイブリッド方式で継続中。 

（８）寸劇事業 

シニア劇団くれば座は、活動休止中。 

 

 

 

３．地域デビュー支援事業 

令和３年度の本事業の実施結果を下表に示す。 

（１）セミナー形式で実施分 

※会員数名が「事例紹介」としてオンラインで登壇。講師は原田が担当。 

場所 日程 イベント名 結果 

沼津市 ６月： 

昼３回 

セカンドライフセ

ミナー 

参加者１６名。「ＤＳプエルト」さんの

全面協力をいただく。 

袋井市 ７月： 

昼３回 

ライフシフトセミ

ナー 

参加者は１２人。サブ講師として鈴木秀

さんがオンライン登壇。 
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 （２）講演形式で実施分 

     無し 

 

４．シニア劇団「くれば座」活動 

 団員がＺＯＯＭで交流、外部公演は無し。 

 

５．外部機関との関係構築、ピーアール活動 

（１）静岡大学須藤先生とコラボ 

静岡県大学の大学教育センター須藤准教授との連携を継続。卒論のための学生の団創会員へのイン

タビュー、ユニバーサルデザインのアンケート協力、等。 

また須藤氏に作っていただいた「川柳会」で使用する投稿フォームは絶賛活躍中。 

（２）「くれば」視察受け入れ 

  無し 

（３）その他の外部ピーアール 

静岡市や静岡県主催事業において、団創や１０周年記念誌の紹介をした。全体のファシリテーション

をしながら、『イベント型居場所』をピーアールした。 

 

６．情報発信活動 

（１）メールマガジン発信 

毎月２５日に継続発行し、現在８５号となった。ＺＯＯＭイベントの実績や、各種行事等の告知をし

ている。我々の活動に関心のある方々や退会者への情報伝達手段となっている。 

（２）ブログ発信 

継続しているオンライン居場所活動を中心に１０件／月程度アップしている。ホームページにリン

クするので一般の方の目に触れる可能性も高い。 

（３）「くれば」予定表の配架 

オンライン居場所中心だが、サテライト部分開館したのでＲ３年４月より再開した。 

 

７．会員数の推移 

令和３年度は活動が制約される中、４名の方が入会されたが２０名の方が退会され現在８７名となっ

た。「くれば」での活動を徐々に増やし、会員増に結びつけたい。 

 

 

静岡団塊創業塾が従来から取り組んでいる４仕掛け（会って、繋がって、磨いて、輝く）については、

下記のような実績を残した。 

（１）人生１００年サミット 

令和４年１月に第４回を実施した。ＮＰＯ法人設立１０周年記念として開催、テーマは「熟年爽快：爽

快な日々を過ごすコツ」、１０年間の活動で得た成果を確認しあえた。理事長の原田が基調講演、演題は

「爽快なシニアライフ、４つの合い言葉」。今回もハイブリッド開催し、運営のノウハウを蓄積できた。 
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（２）定期交流会 

くれば閉館のため、リアルな交流会は実施できなかった。その代わりＺＯＯＭで行った、「オンライン

居場所」活動がその役割を果たしたと考えている。 

（３）磨きあい塾 

今年は２回（西島：ログハウスプロジェクト見学会、鈴木秀：バトンパスプロジェクト）実施した。様々

な場面で会員同士磨きあう（≒相談しあう）方針は維持したい。 

（４）熟年セミナー 

３－（１）のような「地域デビュー支援事業」を実施。受託数を増やすことが課題である。 

 

 

 

 

 

【令和４年度は下記内容で進めたい】 

ウィズコロナの時代、令和４年度の事業計画、及び予算は非常に立案しにくい状況である。よって今後

状況により変化する可能性があるとの前提で立案する。 

 

１．シニアライフ支援センター「くれば」運営 

「くれば」に集合してリアルに対面交流する従来の居場所と、ＺＯＯＭを使ってリモートで繋が

る「オンライン居場所」の二形態、「ハイブリッド方式」の理想の姿を追求する。内容は従来通り、

“セミナー”“サロン”“相談”を基本とするが、新たなコンテンツも生み出したい。 

毎月の予定表を発表して参加を呼びかけるが、曜日毎に下記内容を基本としたい。 

・日月曜日：休業 

・火曜日：リアル居場所（パソコン相談会、ＩＴ村、等のＤＸ関連プログラム） 

・水曜日：でん伝体操（ａｍ）、麻雀（第〇水曜日ｐｍ） 

・木曜日：休業または活動予備日（テクノロジーカフェ、しあわせ学、等） 

・金曜日：オンライン居場所（朗読会、川柳会、長生きを楽しむための会、ＩＴ相談室、等） 

・土曜日：ＮＰＯ活動日（理事会、定期交流会、歌声喫茶、ピンコロ研究会、等） 

 

「くれば」外で交流する「くればウォーキング」も季節条件を考慮し１回／月程度継続したい。 

「ＮＰＯ事業企画会議（持ち寄りパーティー）」、「ランチ会」、「レンタル事業」、「自治会研究会」、

「くれば座活動」など従来行っていた企画も、状況を見ながら復活させたい。 

 

２．「ＤＸ支援事業」 

令和３年に創設された「デジタル庁」からの通達により各行政はＤＸ事業を更に推し進めると思われ

る。既に下記二つの行政募集事業には応募しており、６月には我々の方針を確定できる。 

(1) 静岡市：「情報リテラシー能力向上支援業務」･･･昨年度我々が受託した事業を発展させる事業で、

より実効性を上げることが要求されている。昨年度の経験・教訓を活かしたい。 
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(2) 静岡県：「ふじのくにデジタルサポーター育成制度」･･･これは民間から“地域の中の身近な相談役”

を育てようとするもので団創会員がその一翼を担えると考えている。 

上記応募が受け入れられなくとも、団創独自のＤＸ支援事業は考えられる。毎週火曜日をＤＸ活動の日

と決め、「ＩＴ相談会」や「ＩＴ村」を開催してノウハウを積み上げたい。 

 

３．「地域デビュー支援事業」 

（１）静岡県内全域の各行政、社会福祉協議会にＰＲする 

   １０周年記念誌「熟年爽快」をテキストとして活用したい。 

（２）企業内で実施する「定年準備講座」市場を開拓する 

   改正高年齢者雇用安定法にて社会貢献活動に従事する機会を定年前世代に提供することが望まれ

ている。この観点からＮＰＯとして出来ることを考え、企業へのアプローチを目指す。 

 

４．様々な機会を使った情報発信 

・マスコミやフェイスブックページを効果的に活用する 

・外部機関とのネットワークを広げる 

・会員の広報活動、口コミによる情報拡散を促進する 

 

『４仕掛け』については、下記のような方針で実施したい。 

（１）人生１００年サミット 

令和５年１月２１日（土）に第５回人生１００年サミットを行いたい。 

（２）定期交流会 

適宜設定する。リアルでもオンラインでも参加できるように工夫する。 

（３）磨きあい塾 

会員の持っている事業プラン、地域での活動案、ミニセミナー実施案、等について参加者で試行や議論

をする場にする。常時受け付け、その都度日程調整する。中高年世代が持つ知恵や経験を、他の世代に伝

え気軽にアドバイスできるような場にする 

（４）＜熟年＞セミナー 

会員個々の得意分野を把握し、その方に特有の“知恵”や“経験”を広く外部にアピールしていきたい。

「くれば」の“ミニセミナー”をその導入部とし、一人でも多くの方が「ＤＸ支援事業」「地域デビュー

支援事業」の講師やパネリストとして登壇する機会を作る。 

 

毎月第一土曜日の午後に定例理事会を行うほか、必要に応じて臨時理事会を行う。会員のオブザーブ参

加は自由。問題提起したい方や活動アイデアがある方は是非出席願いたい。 

 

「ＤＸ支援事業」「地域デビュー支援事業」のニーズは確実にあるので、営業活動は積極的に行い、行

政、社協等より受注したい。 

  



6 

 

１．居場所運営事業写真（オンライン＋リアル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＺＯＯＭ「ピンピンコロリ研究会」     「くれば」サテライト（ハイブリッド歌声喫茶） 

 

２．ＤＸ支援、地域デビュー支援事業写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県「オンライン通いの場交流会」記事    沼津市「セカンドライフセミナー」 

 

３．その他事業の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「くればウォーキング」過去の足跡       人生１００年サミット「熟年爽快」 

参考写真 


